
虎ノ門ニュース（2019年3月5日 フDHCテレビ）
【日韓併合時に日本が韓国に与えた物】

3月5日に放送された虎ノ門ニュースで日韓併合時に日本が韓国に与えた物
の一例として“教育制度”と“インフラ整備”が紹介された。

【教育制度】
・約40校だった小学校が4271校
・模範学校を作り教師を育成
・ハングル文字を普及語妙にプライドが高い
→その結果、文盲率が90％→40％に減少

【インフラ整備】
・6億本の植樹・治水整備・土地開拓で耕地2倍
・鉄道敷設・各地に電気を通す。
→人口は約2倍増の2550万人に
らの特徴が韓国にピッタリとネット上で多く見られた。

これらを紹介した作家の百田尚樹氏は『韓国が望んでないことを勝手にやっ
て申し訳なかった』と皮肉交じりに呆れていた。

国民は立憲などの野党に不信任を出したい
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公安が現在も日本共産党は監視対象団体であると国会で明言
そのような政党と組む立憲民主党はまっとうなのか？


